
　

皆
さ
ん
９
月
９
日
が
何
の
日
か

ご
存
じ
で
す
か
？

　

９
（
き
ゅ
う
）
と
９
（
き
ゅ
う
）

で
「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
の
日
」、
す

な
わ
ち
「
救
急
の
日
」
で
す
。

　

事
故
や
病
気
で
目
の
前
の
誰
か

が
突
然
倒
れ
た
り
、
一
刻
を
争
う

状
況
に
な
っ
た
と
き
、
あ
な
た
の

行
動
で
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
機
会
に
、
ご
家
庭
で
も
救

急
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
備
え
ま
せ
ん
か
。

救
急
時
安
心
キ
ッ
ト
を 

配
布
し
て
い
ま
す

　

救
急
時
安
心
キ
ッ
ト
と
は
日
頃

通
っ
て
い
る
病
院
や
緊
急
連
絡
先

な
ど
の
情
報
を
専
用
の
容
器
に
入

れ
、
救
急
隊
員
が
保
管
場
所
が
す

ぐ
わ
か
る
よ
う
、
各
家
庭
の
冷
蔵

庫
に
保
管
す
る
も
の
で
す
。

　
（
※
保
管
場
所
は
全
国
共
通
）

　

こ
れ
に
よ
り
、
病
気
や
け
が
な

ど
で
救
急
隊
員
が
駆
け
つ
け
た
時

に
容
器
の
中
の
情
報
を
確
認
し

て
、
病
院
へ
の
速
や
か
な
搬
送
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
配
布
対
象
者

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
者

そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
介
護
支
援
担
当

　

☎
２
３−

４
３
１
３

普
通
救
命
講
習
及
び
再
講
習 

（
後
期
）の
ご
案
内（
無
料
）

■
日
程　
各
消
防
署
月
1
回
開
催

し
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
問

い
合
せ
下
さ
い
。

■
時
間
　
9
時
〜
12
時（
受
付
15
分
前
）

■
講
習
会
場　
韮
崎
消
防
署
・

　
　
　
　
　
　

北
杜
消
防
署

■
対
象
者　
峡
北
消
防
本
部
管
内

に
お
住
ま
い
の
方
ま
た
は
通
勤
・

通
学
さ
れ
て
い
る
方
。

■
定
員　
各
回
20
名
程
度

■
申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
消
防
署
（
救
命
担
当
）

　

☎
２
３−

１
４
９
９

　公的年金受給者の納税の便宜や市町村の住民税徴収事務の効率化を図るため、個人住
民税の公的年金からの特別徴収（天引き）が実施されています。
　特別徴収の対象となるのは、公的年金等に係る税額のみで、その他の所得に係る税額
については普通徴収（個人納付）または給与からの特別徴収となります。
　なお、今年あらたに特別徴収の対象になられた方については、10月の年金分から特
別徴収が開始されます。
　また、昨年から継続されている方も昨年までの収入に応じて金額が変更になる場合が
あるのでご注意ください。
※住民税の年金からの特別徴収制度は、納税方法の変更であり、この制度によ

り新たに税負担が生じるものではありません。

ご存じですか？
公的年金からの　住民税天引き制度

65歳以上の方の

■問い合わせ　税務課市民税担当　（内線 153・154・155）

老齢年金・退職共済年金等
※障害年金や遺族年金は課税の対象ではないため、特別徴収の対象にはなりません。

特別徴収の対象になる年金

今年 4月 1日現在 65歳以上で年金を受給されている方のうち、前年の年金所得分で住民税の納税分があ
る方。※詳しくは、6月に送付した住民税（市県民税）決定通知をご覧ください。

特別徴収の対象となる方

９
月
９
日
は
救
急
の
日

命
を
救
え
る
人
に
な
ろ
う

年金保険者
（社会保険庁など）

住民税額を引いた年金額

韮
崎
市住民税

年金受給者

2014.9
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